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【第１号様式】 

東大和市立第七小学校・第九小学校統合新校建設プロジェクト設計・施工一括発注優先交渉権者選定審査表（第１次審査用） 

委員名  番号  事業者  

 

No. 審査項目 審査細目 審査の視点 

委員採点欄（評価に該当する点数を○で囲む） 

評価 
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1 会社概要 

① 会社の規模、経営状

況、売上高等に問題はな

いか。 

・本プロジェクトのパートナーとして適当な規模等を

有しているか。 
5 

計 10点 

5 4 3 2 1 0 

② 業務遂行が可能な経

営基盤を有しているか。 

・本プロジェクトを遂行するために適当な経営基盤を

有しているか。 
5 5 4 3 2 1 0 

2 業務実績 
① 参加者及び配置技術

者の実績 
・本プロジェクトを遂行可能な実績を有しているか。 10 計 10点 10 8 6 4 2 0 

3 地域力の参画 
① 東大和市内企業参加

の有無 

・市内企業の参画・活用等、地域経済の発展に貢献す

る提案か。 
5 計 5点 5 4 3 2 1 0 

4 業務実施計画 

① 統括責任者の本プロ

ジェクトに対する実施

方針 

・基本構想に基づき、目的・背景等を踏まえた提案と

なっているか。 
5 

計 20点 

5 4 3 2 1 0 

② 全体のマネジメント

体制、各業務の実施体

制、各企業間の連携体

制、市との連絡体制等 

・安定的に事業が実施可能な体制か。 

・代表企業及び各企業の役割及び責任分担は明確で、

連携が密に行える体制か。 

・市との連絡体制が整備され、円滑な対応が可能な体

制か。 

5 5 4 3 2 1 0 

③ 事業工程の実現性、

工期短縮の工夫等 

・社会情勢等を鑑み、実現性のある事業工程が組まれ

ているか。 

・デザインビルドによる工期短縮の工夫等が提案され

ているか。 

5 5 4 3 2 1 0 

④ リスク回避の工夫、

発生時のバックアップ

体制等 

・リスク分担に対する考え方、発生時の対応体制が明

確か。 

・リスク回避策やリスク発生時の対応策が具体的に提

案されているか。 

5 5 4 3 2 1 0 

No.1～4 小計 点／45点 

点 点 点 点 点 点 

5 価格提案見積額 
本事業に係る見積書の

金額 

配点（20 点）×（全参加者中最低見積価格÷当該参加

者の見積価格） 

※小数点以下第２位を四捨五入 

20 計 20点 点 

No.5 小計 点／20点 点 

合 計 点／65点  

選定委員総評 

 

 

 

 

 

 

 

 


